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全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

五
本
幸
正
・
富
山
市
議
会
議
長
）

は
２
月
９
日
、
第
９０
回
評
議
員
会

を
東
京
・
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会

館
で
開
き
、
平
成
２３
年
度
一
般
会

計
予
算
案
な
ど
の
ほ
か
、
「
地
域

主
権
改
革
関
連
３
法
案
の
早
期
成

立
を
求
め
る
決
議
案
」
「
地
方
議

会
議
員
年
金
制
度
の
廃
止
措
置
を

講
ず
る
法
案
の
早
期
成
立
を
求
め

る
決
議
案
」
に
つ
い
て
も
審
議

し
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

地
域
主
権
関
連
３
法
案
の
内
訳

は
、
▽
地
域
主
権
改
革
の
推
進
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
案
▽
国
と
地
方
の
協

議
の
場
に
関
す
る
法
律
案
▽
地
方

自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
。
３
法
案
は
昨
年
３
月
に
第
１

７
４
回
国
会
へ
提
出
以
来
、
未
だ

成
立
し
て
い
な
い
。
３
法
案
の
成

立
は
、
地
域
住
民
が
自
ら
の
判
断

と
責
任
に
お
い
て
、
地
域
の
諸
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
必

要
不
可
欠
。
そ
こ
で
決
議
で
は
、

現
在
、
開
会
中
の
第
１
７
７
回
国

会
で
、
必
ず
法
案
を
成
立
さ
せ
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

地
方
議
会
議
員
年
金
に
関
す
る

決
議
は
、
地
方
議
会
議
員
年
金
制

度
の
廃
止
措
置
を
講
ず
る
法
案
の

早
期
成
立
を
求
め
る
内
容
。
国

は
、
本
年
６
月
１
日
を
も
っ
て
地

方
議
会
議
員
年
金
制
度
を
廃
止
す

る
法
案
を
、
今
通
常
国
会
へ
提
出

す
る
予
定
と
し
て
い
る
。
本
年
６

月
に
は
積
立
金
が
枯
渇
し
、
市
町

村
議
員
の
年
金
制
度
は
破
綻
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
法
案
に
基

づ
く
措
置
が
確
実
に
講
じ
ら
れ
る

よ
う
、
同
法
案
の
早
期
成
立
を
求

め
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
地
方
行

政
、
地
方
財
政
、
社
会
文
教
、
産

業
経
済
、
建
設
運
輸
、
国
会
対
策
、

地
域
主
権
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
の
委
員
長
ら
が
、
平
成
２２
年

度
要
望
運
動
結
果
を
報
告
し
た
。

な
お
、
当
日
は
片
山
善
博
・
総

務
大
臣
の
代
理
と
し
て
、
鈴
木
克

昌
・
総
務
副
大
臣
が
挨
拶
し
た
。

ま
た
、
岡
本
保
・
総
務
事
務
次
官

が
「
地
方
行
財
政
の
諸
問
題
」
、

福
嶋
浩
彦
・
消
費
者
庁
長
官
が

「
地
方
消
費
者
行
政
の
充
実
強

化
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

市
議
会
議
員
共
済
会
（
会
長
�

五
本
幸
正
・
富
山
市
議
会
議
長
）

は
２
月
１０
日
、
第
１
０
１
回
代
議

員
会
を
東
京
・
日
本
都
市
セ
ン
タ

ー
会
館
で
開
催
。
平
成
２２
年
度
上

半
期
経
理
状
況
を
説
明
し
た
の

ち
、
監
事
の
松
谷
成
人
・
尾
道
市

議
会
議
長
に
よ
る
監
査
報
告
が
了

承
さ
れ
た
。
ま
た
、
２３
年
度
事
業

計
画
及
び
予
算
案
、
「
地
方
議
会

議
員
年
金
制
度
の
廃
止
措
置
を
講

ず
る
法
案
の
早
期
成
立
を
求
め
る

決
議
案
」
が
諮
ら
れ
、
原
案
の
と

お
り
決
定
さ
れ
た
。

地
方
議
会
議
員
年
金
の
廃
止
法

案
は
、
「
地
方
議
会
議
員
年
金
制

度
見
直
し
に
つ
い
て
の
総
務
省
の

対
応
方
針
」
に
基
づ
い
て
作
成
さ

れ
る
も
の
。
平
成
２２
年
１２
月
３
日

に
示
さ
れ
た
対
応
方
針
に
本
会
の

主
張
が
反
映
さ
れ
�
本
紙
第
１
７

８
２
号
掲
載
�
、
１
月
２５
日
に
新

た
な
対
応
方
針
が
示
さ
れ
た
。
追

加
・
変
更
さ
れ
た
点
は
２
つ
。
２３

年
１
月
か
ら
５
月
ま
で
に
退
職
し

た
者
に
つ
い
て
も
、
廃
止
に
伴
う

措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
措

置
が
追
加
さ
れ
た
ほ
か
、
高
額
所

得
者
に
対
す
る
支
給
停
止
措
置
に

つ
い
て
も
、
要
件
の
緩
和
が
図
ら

れ
た
。

な
お
、
代
議
員
会
で
決
定
さ
れ

た
決
議
は
、
２
月
９
日
開
催
の
全

国
市
議
会
議
長
会
第
９０
回
評
議
員

会
�
右
掲
�
で
も
諮
ら
れ
、
原
案

の
と
お
り
決
定
さ
れ
て
い
る
。

本
会
の
五
本
幸
正
会
長
（
富
山

市
議
会
議
長
）は
２
月
１７
日
、「
地

方
自
治
法
の
一
部
改
正
法
案
の
概

要
に
関
す
る
意
見
」
を
総
務
省
に

提
出
し
た
。
今
回
の
改
正
法
案

は
、
地
方
行
財
政
検
討
会
議
が
ま

と
め
た
「
地
方
自
治
法
抜
本
改
正

に
つ
い
て
の
考
え
方
（
平
成
２２

年
）
」
の
中
で
示
さ
れ
た
「
速
や

か
に
制
度
化
を
図
る
」
こ
と
と
さ

れ
た
事
項
を
対
象
と
す
る
も
の
。

開
会
中
の
第
１
７
７
回
国
会
へ
提

出
さ
れ
る
予
定
と
さ
れ
て
い
る
。

本
会
の
意
見
で
は
、
早
急
に
改

善
す
べ
き
事
項
の
改
正
で
あ
る
点

に
理
解
を
示
し
「
異
論
は
な
い
」

と
し
た
。
し
か
し
改
正
事
項
の
う

ち
、
直
接
請
求
に
お
け
る
地
方
税

の
賦
課
徴
収
等
の
除
外
規
定
削
除

に
つ
い
て
は
、
選
挙
で
「
減
税
」

を
主
張
し
住
民
の
支
持
を
得
よ
う

と
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
手
法
が

横
行
す
る
現
況
に
憂
慮
し
、
慎
重

に
対
処
す
べ
き
と
主
張
し
た
。

今
回
の
改
正
法
案
で
は
直
接
請

求
制
度
の
ほ
か
、
地
方
議
会
の
会

期
に
つ
い
て
条
例
で
、
定
例
会
・

臨
時
会
の
区
分
を
設
け
ず
通
年
と

す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
こ
と
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1788号２月２５日平成23年
（2011年）

地
域
主
権
改
革

地
方
議
員
年
金

決決
議議
２２
本本
をを
決決
定定
第９０回
評議員会

議議
員員
年年
金金
廃廃
止止
法法
案案

早早
期期
成成
立立
求求
めめ
決決
議議
共済会
代議員会

自
治
法
の
一
部
改
正
で

本本
会会
意意
見見
をを
総総
務務
省省
へへ
提提
出出

鈴木総務副大臣が
来賓で出席し挨拶

挨拶する五本会長

（１） 平成２３年２月２５日 第１７８８号
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地地
方方
行行
政政
委委
員員
会会

地
方
行
政
委
員
会
（
委
員
長
�

高
田
正
弘
・
井
原
市
議
会
議
長
）

は
２
月
８
日
、
東
京
・
ル
ポ
ー
ル

麹
町
で
委
員
会
を
開
き
、
２２
年
度

の
要
望
運
動
結
果
を
報
告
し
た
の

ち
、
次
年
度
委
員
会
へ
の
申
し
送

り
事
項
等
を
決
定
し
た
。

要
望
運
動
結
果
で
は
、
地
域
主

権
戦
略
大
綱
や
地
方
自
治
法
の
抜

本
改
正
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し

た
。申

し
送
り
事
項
は
、
�
地
域
主

権
改
革
の
推
進
�
義
務
付
け
・
枠

付
け
の
見
直
し
と
条
例
制
定
権
の

拡
大
な
ど
�
地
方
議
会
の
権
能
強

化
等
�
地
方
議
会
議
員
の
法
的
位

置
付
け
の
明
確
化
な
ど
�
消
防
防

災
体
制
の
充
実
強
化
�
過
疎
地
域

の
自
立
促
進
�
過
疎
地
域
に
対
す

る
財
政
措
置
の
充
実
�
合
併
市
町

村
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
等
�
合

併
市
町
村
に
対
す
る
財
政
措
置
の

充
実
�
基
地
関
係
予
算
の
確
保
等

�
治
安
対
策
の
強
化
等
�
北
方
領

土
返
還
	
人
権
救
済
制
度
の
確
立

�
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推

進
な
ど
―
―
の
９
事
項
。当
日
は
、

総
務
省
自
治
行
政
局
の
安
田
充
・

行
政
課
長
が
「
地
域
主
権
改
革
の

動
向
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

地地
方方
財財
政政
委委
員員
会会

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員
長
�

榎
元
一
已
・
西
之
表
市
議
会
議

長
）
は
２
月
１０
日
、
東
京
・
全
国

都
市
会
館
で
委
員
会
を
開
き
、
２２

年
度
の
要
望
運
動
結
果
を
報
告
し

た
の
ち
、
次
年
度
委
員
会
へ
の
申

し
送
り
事
項
等
を
決
定
し
た
。

要
望
運
動
結
果
で
は
、
地
域
主

権
改
革
に
沿
っ
た
財
源
の
充
実
を

図
る
た
め
と
し
て
、
平
成
２３
年
度

地
方
交
付
税
総
額
を
対
前
年
度
比

４
７
９
９
億
円
増
額
確
保
し
た
こ

と
な
ど
を
報
告
し
た
。

申
し
送
り
事
項
は
、
�
地
方
一

般
財
源
総
額
の
確
保
�
地
方
交
付

税
の
増
額
に
よ
る
地
方
一
般
財
源

総
額
の
確
保
な
ど
�
都
市
税
源
等

の
充
実
強
化
�
消
費
税
等
の
税
源

移
譲
な
ど
に
よ
る
偏
在
性
の
少
な

い
地
方
税
体
系
の
構
築
な
ど
�
地

方
債
資
金
の
所
要
額
の
確
保
等
�

地
方
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
等

�
国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合
理

化
な
ど
―
―
の
５
事
項
。当
日
は
、

総
務
省
自
治
財
政
局
の
黒
田
武
一

郎
・
財
政
課
長
が
「
平
成
２３
年
度

地
方
財
政
対
策
」
、
同
省
自
治
税

務
局
の
青
木
信
之
・
企
画
課
長
が

「
平
成
２３
年
度
地
方
税
制
改
正
」

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
の
地
方
行
政
、
地
方
財
政
委
員
会
は
、
２
月
８
日
と
１０
日
に
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
を
開

き
、
平
成
２２
年
度
の
要
望
運
動
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
会
議
で
は
、
こ
の
要
望
結
果
を
踏
ま
え
、
引
き

続
き
重
点
的
に
要
望
す
べ
き
事
項
を
「
２３
年
度
委
員
会
へ
の
申
し
送
り
事
項
」
と
し
て
決
定
し
た
。
会
議
概

要
と
申
し
送
り
事
項
は
次
の
と
お
り
。
各
委
員
会
の
要
望
運
動
結
果
の
概
要
は
次
号
か
ら
順
次
掲
載
す
る
。

広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
石
井
啓
裕
・
帯
広
市
議

会
議
長
）
は
２
月
１６
日
、
東
京
・

九
段
会
館
で
総
会
を
開
催
し
た
。

平
成
２３
年
度
の
運
動
方
針
や
予
算

な
ど
を
協
議
、
決
定
し
た
ほ
か
、

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
を

行
い
、
新
会
長
に
佐
藤
晴
・
三
島

市
議
会
議
長
が
就
任
し
た
。

広
域
行
政
圏
を
取
り
巻
く
状
況

は
「
平
成
の
合
併
」
に
よ
り
圏
域

が
拡
大
す
る
な
ど
大
き
な
変
化
を

迎
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
政

府
で
は
、
広
域
連
携
の
仕
組
み
に

つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
選
択

の
幅
を
広
げ
、
よ
り
活
用
し
や
す

く
す
る
た
め
の
「
地
方
自
治
法
の

一
部
改
正
案
」
を
今
通
常
国
会
に

提
出
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

広
域
行
政
圏
は
、
こ
れ
ま
で
各

市
町
村
の
様
々
な
行
政
課
題
に
対

し
、
自
ら
共
同
処
理
方
式
に
よ

り
、
行
政
の
効
率
化
及
び
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
き
た
。

今
後
も
地
域
社
会
の
形
成
や
地
域

住
民
の
福
祉
向
上
に
向
け
、
重
要

な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
運
動
方
針
で
は
▽
広

域
行
政
圏
施
策
に
対
す
る
財
政
支

援
措
置
の
拡
充
強
化
▽
新
た
な
広

域
連
携
の
仕
組
み
の
早
急
な
構
築

―
―
な
ど
を
目
標
と
し
、
実
現
に

向
け
関
係
方
面
へ
要
望
運
動
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

当
日
は
、
総
務
省
の
三
輪
和
夫

・
大
臣
官
房
審
議
官
が
「
地
域
主

権
と
広
域
行
政
を
め
ぐ
る
最
近
の

動
向
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

本 会

挨拶する榎元地財委員長（西之表市）

委
員
会
を
開
催

２３
年
度
へ
申
送
り
事
項
決
定

石井広域協会長（帯広市）が開会挨拶

新会長に佐藤・三島市議長
広広域域協協がが総総会会

挨拶する高田地行委員長（井原市）

佐藤晴・新会長（三島市）

地地
方方
行行
政政

地地
方方
財財
政政

第１７８８号 平成２３年２月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
消
費
の
低
迷
、
デ
フ
レ
に
伴

う
低
価
格
競
争
、
急
激
な
円
高
な

ど
で
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
平
成
２２
年
７
月
か
ら
９
月
期

の
中
小
企
業
景
況
調
査
で
も
、
製

造
業
を
中
心
に
依
然
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
政
府
の
経
済
対

策
は
逐
次
投
入
の
手
法
で
あ
り
、

景
気
回
復
へ
の
明
確
な
方
針
が
ま

っ
た
く
示
さ
れ
て
い
な
い
。
政
府

が
実
施
し
た
為
替
介
入
も
さ
し
た

る
効
果
は
な
く
、
こ
の
ま
ま
円
高

が
続
く
こ
と
は
、
製
造
業
を
中
心

と
し
た
中
小
企
業
の
減
益
を
さ
ら

に
深
刻
化
さ
せ
、
一
層
の
産
業
空

洞
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
「
緊
急
保

証
制
度
」
を
延
長
せ
ず
、
今
年
３

月
末
で
打
ち
切
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
さ
ら
に
「
中
小
企
業
等
金
融

円
滑
化
法
」
も
今
年
３
月
末
で
失

効
す
る
こ
と
か
ら
、
中
小
企
業
の

資
金
繰
り
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

中
小
企
業
に
と
っ
て
最
も
重
要

な
資
金
繰
り
支
援
が
打
ち
切
ら
れ

る
こ
と
は
、
経
営
の
困
窮
で
事
業

の
衰
退
を
招
く
ほ
か
、
雇
用
に
も

大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
必

至
で
あ
る
。

こ
の
た
め
意
見
書
で
は
▽
２３
年

３
月
で
期
限
切
れ
と
な
る
「
緊
急

保
証
制
度
」
「
中
小
企
業
等
金
融

円
滑
化
法
」
の
再
延
長
と
保
証
枠

拡
大
▽
官
民
フ
ァ
ン
ド
（
産
業
革

新
機
構
）
の
有
効
活
用
―
―
な
ど

を
求
め
、
本
格
的
な
景
気
回
復
に

向
け
、
切
れ
目
の
な
い
中
小
企
業

支
援
及
び
金
融
支
援
策
の
早
急
決

定
・
実
施
を
訴
え
て
い
る
。

▼
議
長

▽
十
和
田

小
川
洋
平（
１
・
１２
）

▽
竹
田

加
藤
正
義（
１
・
１４
）

▽
八
千
代

林

利
彦（
１
・
１８
）

▽
香
取

高
岡
正
剛（
１
・
２０
）

▽
加
賀

岩
村
正
秀（
１
・
３１
）

▼
副
議
長

▽
宗
像

花
田
利
和（
１１
・
１
）

▽
七
尾

桂

撤
男（
１２
・
１６
）

▽
十
和
田

東

秀
夫（
１
・
１２
）

▽
八
千
代

伊
東
幹
雄（
１
・
１８
）

▽
香
取

奥
村
雅
昭（
１
・
２０
）

▽
沼
津

曳
田

卓（
１
・
２８
）

▽
大
津

安
田
晴
彦（
１
・
３１
）

前
号
に
続
き
、
本
会
が
１２
月
定
例
会
を
中
心
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
「
意
見
書
・
決
議
の
議
決
状
況
」

（
下
）
を
み
る
と
、
３
月
末
に
期
限
を
迎
え
る
緊
急
保
証
制
度
と
中
小
企
業
等
金
融
円
滑
化
法
の
期
限
延

長
・
保
証
枠
拡
大
な
ど
を
求
め
る
意
見
書
が
最
多
の
６９
件
と
な
っ
て
い
る
。
次
い
で
、
尖
閣
諸
島
沖
で
の

中
国
漁
船
衝
突
事
件
に
関
し
、
毅
然
と
し
た
外
交
姿
勢
を
求
め
る
も
の
５４
件
と
な
っ
た
。

議会

議議
会会
人人
事事

多
い「
中
小
企
業
支
援
・
金
融
支
援
策
」（下）

１１２２
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況

意見書・決議の議決状況（下） （２２．１１．１～１２．３１）

決 議

【２】
―

―

―
―

２
【０】
―
―
―

―
―
―
―
【２】
―
２

【５２】
３

４４

１

―
―

―
４

【２】
―

―

―

―

―
―
―
―
２

【７】
【６５】
【８５】

意見書

【 ７９】
１２

８

８
７

４４
【 １５４】

６９
３４
１１

８
６
５
２１

【 １７】
１２
５

【 １４０】
５４

１３

３２

１２
９

８
１２

【 １５８】
２２

１９

１９

９

７
４
４
４
７０

【 ４】
【 ５５２】
【１，４２４】

件 名

【建設・運輸・郵政・国土保全】
○公共交通機関への支援を含む総合的な交通体系
の構築
○安心安全な公共事業を推進するため、国土交通
省の事務所・出張所及びダム管理所等拡充・存
続及び地方建設業界の存続・発展を求める
○北海道開発の枠組みの堅持と北海道局の存続
○住民の安全・安心な暮らしを支える交通運輸行
政の充実
○その他
【労働・商工】
○切れ目ない中小企業支援及び金融支援策
○地方経済の活性化策を求める
○公契約で働く人の「ディーセント・ワーク（働
きがいのある人間らしい仕事）」を実現し、経
済成長につなげる「公契約基本法」の制定
○家族給与を認めぬ所得税法５６条の廃止
○雇用と生活を守る施策強化
○新たな経済対策
○その他
【警察・防災・消防】
○取り調べの可視化の実現
○その他
【外交・防衛・国際関係】
○尖閣諸島問題で日本の領有を主張することなど
を求める
○北朝鮮による韓国・延坪島への砲撃を厳しく非
難
○ロシア大統領の北方領土訪問に対し抗議・毅然
とした外交姿勢を求める
○政府に対し万全の危機管理体制の構築を求める
○領土問題を平和裏に解決するために政府の適切
な対応などを求める
○北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決
○その他
【社会・くらし】
○介護保険制度の見直しなどにより、安心できる
介護制度の実現
○現行保育制度の維持・拡充、待機児童解消・子
育て支援関連予算増など
○「子ども・子育て新システムの基本制度案要綱」
に反対
○ＵＲ賃貸住宅を公共住宅として継続、発展させ、
居住者の居住安定策の確立を求める
○選択的夫婦別姓制度の導入に反対
○最低保障年金制度の創設
○父親の育児休業取得促進
○知的障害者が安心して暮らせる入所施設の存続
○その他
【その他】
【合 計】
【総合計】

（３） 平成２３年２月２５日 第１７８８号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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酒
田
市
議
会
で
は
、
小
学
校
の

高
学
年
を
中
心
に
、
本
会
議
の
傍

聴
や
、
本
会
議
場
を
使
っ
て
議
会

の
し
く
み
を
学
習
す
る
な
ど
の
社

会
科
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

と

さ
か

そ
の
中
で
、
酒
田
市
立
十
坂
小

学
校
で
は
、
平
成
１８
年
か
ら
独
自

の
取
り
組
み
と
し
て
、
本
会
議
場

を
使
っ
た
模
擬
議
会
の
授
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
６
年
生
の
社
会

科
単
元
「
み
ん
な
の
願
い
を
実
現

す
る
政
治
」
の
授
業
で
、
児
童
が

市
長
や
部
長
な
ど
の
理
事
者
や
、

議
長
、
議
員
に
な
り
き
っ
て
、
架

空
の
「
と
さ
か
市
」
の
「
と
さ
か

市
議
会
」
で
「
と
さ
か
市
ク
ロ
マ

ツ
保
全
条
例
」
を
制
定
す
る
と
い

う
設
定
で
す
。

十
坂
小
学
校
の
児
童
は
課
外
授

業
で
、
砂
防
林
ク
ロ
マ
ツ
林
の
枝

打
ち
、
下
草
刈
り
な
ど
ク
ロ
マ
ツ

林
の
保
全
活
動
に
長
年
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
実
績
は
１０
年
以

上
に
な
り
、
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

も
受
賞
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
学

年
が
植
林
し
た
ク
ロ
マ
ツ
林
は
、

今
で
は
児
童
の
背
丈
を
は
る
か
に

超
え
る
高
さ
に
育
ち
、
立
派
な
砂

防
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
活
動
の
実
体
験
を
基
に
、
模

擬
議
会
は
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

条
例
の
制
定
は
、
児
童
に
と
っ

て
初
め
て
の
体
験
で
あ
り
、
皆
一

様
に
、
本
会
議
場
に
緊
張
し
た
面

持
ち
で
入
場
し
ま
す
。
約
６０
人
の

児
童
は
、
あ
ら
か
じ
め
ク
ラ
ス
で

決
め
た
、
議
長
や
市
長
な
ど
の
役

割
ご
と
に
本
会
議
場
に
着
席
し
、

授
業
が
始
め
ら
れ
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
役
の
酒
田
市
議
会
議

員
が
、
本
会
議
場
の
説
明
や
自
治

体
議
会
と
国
会
の
違
い
、
市
議
会

の
役
割
な
ど
身
近
な
議
会
の
仕
組

み
を
教
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
を
使

い
、
本
物
の
議
会
さ
な
が
ら
の
議

論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
長
役
の
児
童
が
、
ク
ロ
マ
ツ

林
は
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
、

市
民
と
行
政
が
協
働
で
守
り
育
て

る
活
動
を
し
て
い
く
と
い
う
条
例

の
提
案
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、

賛
成
す
る
議
員
役
の
児
童
が
、
市

民
が
参
加
参
画
す
る
取
り
組
み
は

進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
を

述
べ
ま
す
。
一
方
、
条
例
制
定
に

反
対
す
る
議
員
役
の
児
童
が
、
ク

ロ
マ
ツ
林
は
公
の
も
の
で
あ
り
、

行
政
が
率
先
し
て
保
全
に
あ
た
る

べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
を
述
べ
ま

す
。
農
林
水
産
部
長
役
の
児
童
か

ら
の
補
足
説
明
も
あ
り
ま
す
。
一

定
の
議
論
が
終
結
し
た
の
ち
、
反

対
、
賛
成
の
討
論
と
な
り
、
条
例

案
の
採
決
へ
と
進
み
ま
す
。

こ
こ
ま
で
は
、
テ
キ
ス
ト
に
シ

ナ
リ
オ
案
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
条
例
案
の
採
決
は
児
童
の
皆

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
に
基
づ

き
、
自
由
な
意
思
で
行
い
ま
す
。

毎
年
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
議
員
に

よ
る
と
、
採
決
の
結
果
は
そ
の
学

年
の
児
童
が
、
ク
ロ
マ
ツ
林
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
か
ど
う
か
で
変
わ
っ
て

く
る
と
の
こ
と
で
す
。
積
極
的
に

取
り
組
ん
だ
学
年
で
は
、
条
例
案

に
対
し
圧
倒
的
多
数
で
賛
成
と
な

る
よ
う
で
す
。
実
体
験
が
、
そ
の

後
の
物
事
の
判
断
に
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
す
る

事
例
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

終
了
後
の
感
想
か
ら
は
、
将
来

市
長
に
な
っ
て
こ
の
地
域
を
良
く

し
て
い
き
た
い
、
議
員
を
目
指
し

た
い
な
ど
、
大
人
顔
負
け
の
前
向

き
な
意
思
表
示
も
あ
り
、
過
去
に

は
、
進
学
し
た
中
学
校
で
生
徒
会

長
に
立
候
補
し
、
見
事
当
選
し
た

児
童
も
い
ま
す
。
ま
た
、
２０
歳
に

な
っ
た
ら
投
票
に
行
き
た
い
と
い

う
感
想
も
聞
か
れ
、
最
初
に
模
擬

議
会
に
取
り
組
ん
だ
児
童
は
あ
と

３
、
４
年
で
投
票
権
を
得
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
実
際
の
投
票
行
動

に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
小
学
校
生
活
の
最
後

に
そ
う
い
っ
た
意
識
を
持
っ
て
も

ら
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
取

り
組
み
の
一
つ
の
成
果
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
近
の
政
治
離
れ
と
も
表
現
さ

れ
る
、
若
年
層
を
中
心
に
し
た
国

政
選
挙
、
地
方
選
挙
の
低
投
票
率

が
ど
こ
の
自
治
体
で
も
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
投
票
率

の
低
さ
と
は
裏
腹
に
、
若
年
層
の

政
治
へ
の
関
心
は
決
し
て
低
く
は

な
い
は
ず
で
す
。
な
ぜ
投
票
所
に

足
を
運
ば
な
い
の
か
、
様
々
な
理

由
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
一

つ
と
し
て
、
学
校
や
地
域
で
の
政

治
や
選
挙
に
つ
い
て
の
学
習
機
会

の
少
な
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
逆
を
言
え

ば
、
政
治
・
選
挙
に
関
す
る
学
習

機
会
の
創
造
が
若
年
層
の
投
票
率

向
上
に
貢
献
す
る
と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
文
・
写
真
提
供
�
酒
田
市
議
会
）

小小
学学
６６
年年
生生
がが
模模
擬擬
議議
会会

山形県
酒田市

社社
会会
科科
授授
業業
でで
条条
例例
制制
定定
体体
験験

議 会
ニ ュ ー ス

模模
擬擬
議議
会会
をを
終終
ええ
てて
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